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【検定】3級：2,250円　※消費税等込

英語数学

50分 ※「社会理解力」を含む、3領域
での時間。

国語

「高校生のための学びの基礎診断」認定された測定ツール

株式会社ベネッセコーポレーション

『Literas 論理言語力検定』（『語彙・読解力検定』の後継検定。商標登録申請中）3級

主な対象者

【目的】
教科の国語をベースとしながら、実生活で生きて働き、各教科の学習の基本となる言語能力を、育
成・測定。

【概要】
以下の3領域で測定（級認定）する検定だが、国語の学習指導要領に対応した「語彙運用力」「情報
理解力（聴解・読解）」の2領域でPDCAを回して国語の授業改善に生かせるようにする。なお、受検
は3領域で行う。
・論理的思考の基盤となる「語彙運用力」
・実社会においてさまざまな情報を理解するための「情報理解力（聴解・読解）」
・視野を広げ、社会課題を理解するための「社会理解力」

3級では特に、実生活で的確に伝え合うための語彙力や、日常生活に関連した身近な話題を的確に聴
解・読解して正しく理解する力を育成・測定。

試験時間（分）

出題に関すること

対象教科

実生活で生きて働き、各教科の学習の基本となる語彙力・読解力・聴解力などの言語能力を身につけ
させたい、高校1年生～3年生

○
⑤測定内容の区
分

英語数学

（基本情報）

指摘事項 結果提供に関すること

運営その他に関すること

『Literas 論理言語力検定』（商標登録申請中）公式サイト（https://literas.benesse.ne.jp）

国語 基本タイプ 標準タイプ

○

【実施期間】11月の規定日
【年間実施回数】年1回
※級認定を行う検定回は上記のとおり。検定実施日以降も、級認定を行わない学校内のアセスメント
として、学校の希望する時期に実施可能。（2019年度の実施月は12月・1月・2月。以降、毎年4・5・
6・7・9・10・12・1・2月に予定。）

【特長・活用例】
特に国語の「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」に関する資質・能力 の育成とその測
定ツールとして活用できる。
【P】事前に教師は、該当学年の生徒の状態目標設定を行う。
　　 生徒は、検定独自のCAN-DOリストから自らの目指す姿の目標設定を行う。
【D】国語の授業と併せて、語彙力・読解力・聴解力に特化した教材で学習。
【C】検定を受検し、結果を確認。
【A】教師は、団体成績表から、生徒の現状を把握し、授業改善につなげる。
　　 生徒は、自己採点をして内容を振り返るとともに、受検結果返却時に自分の学習の成果や課題
を認識し、改善につなげる。

PBT

実施後約1か月


